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旭
川
市
か
ら
鉄
道
で
２
時
間
の
所
に
、
人
口
わ
ず
か

６８０
人
程
の
北
海

道
で

一
番
小
さ
な
村

「音
威
子
府
」
が
あ
り
ま
す
。

森
に
囲
ま
れ
た
こ
の
村
に
は
コ
ン
ビ
ニ
は
１
軒
だ
け
。
カ
ラ
オ
ケ
や

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
の
は
豊
か
な
自
然
と

都
会
で
は
見
る
こ
と
の
難
し
い
幻
想
的
な
星
空
。

こ
の
小
さ
な
村
に
、
日
本
全
国
か
ら
志
を
持

っ
た
生
徒
が
や

っ
て
来

ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
３
年
間
は
、
色
々
な
出
会
い
と
感
動

・

で
温
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

３
年
後
の
自
分
を
想
像
し
て
下
さ
い
。
も
の
づ
く
り
に
夢
中
に
な
り
、

仲
間
と
の
絆
を
築
き
、
親
の
有
難
味
を
知
る
。
自
分
に
と

っ
て
や
り

た
い
事
は
何
な
の
か
。

こ
の
小
さ
な
村
に
は
、
学
校
だ
け
で
は
学
べ
な
い
地
域
と
の
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
の
学
び
。
も
の
づ
く
り
を
通

し
て
の
自
分
づ
く
り
。

そ
の
魅
力
を
少
し
だ
け
紹
介
し
ま
す
。
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02 ものづくりを通して輩かな心を育てる

03 特色を活かしたカリキュラム

04 多様な連携授業

051作品が生み出される教室

06 努力の結品、美術・
~11芸

作品

08 スクールスナップ

10 チセネシリ寮での生活

12 進路実現に向けての取り組み

13 おといマップ

14 交通機関の案内
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も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
て
る

で
唯

一
の

「

心
と
し
た
も
の
づ
く

と
向
き
合
い
ま
す
。

で
豊
か
な

、
木
工

1年 工業技術基礎

A
D
に
よ
る

3年 課題研究

3年 彙術研究

3年 素描

2年 絵画

2年 ホエ制作‖

Ｌ
ｎ
ｕ

鴨

●̈
、゙

は
音
威

緩

硯

使
用
す
る
工
具

っ
と
苦
楽
を
共

を
す
る
こ
と
も
あ

学
び
で
す
。
木
工
芸

く
制
作
を
し
て
い
き
ま

を
形
で
表
す
事
も
授
業

や
日
本
画
、
基
礎

の
様
々
な
表
現
方

の
幅
も
広

02



特
色
を
活
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

本
校
に
は
工
芸
科
な
ら
で
は
の
系
統
的
に
組
ま
れ
た
教
育
課
程
が

あ
り
ま
す
。
１
年
生
で
は
美
術

・
工
芸
の
基
礎
基
本
を
し
っ
か
り
学

び
ま
す
。
美
術
は
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
基
本
と
な
る
デ
ッ
サ
ン
を

学
び
、
工
芸
は
木
工
芸
を
中
心
に
木
材
を
切
っ
た
り
削
っ
た
り
す
る

楽
し
さ
を
通
し
て
学
び
を
深
め
ま
す
。
２
年
生
の
共
通
科
目
で
は
機

械
操
作
を
習
得
し
、
家
具
制
作
の
実
習
を
行
い
、
知
識
と
技
術
を
身

に
付
け
ま
す
。
他
に
も
、
美
術
コ
ー
ス
と
工
芸
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

絵
画
表
現
や
家
具
製
作
の
実
習
を
通
し
、
よ
り
専
門
的
な
授
業
の
展

開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
年
生
に
な
る
と
３
年
間
の
集
大
成
と
し
て

一一

卒
業
制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。
共
通
科
目
の
課
題
研
究
で
は
、
生
徒

が
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
基
に
制
作
を
行
い
ま
す
。
工

芸
コ
ー
ス
で
は
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
設
計

・
制
作
を
行
い
、
作
品
に

つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。
美
術
コ
ー
ス
で
も
各
自
テ
ー

マ
を
設
け
、
Ｆ
‐
１
０
０
号
程
度
の
キ
ヤ
ン
バ
ス
に
思
い
思
い
の
絵

画
を
制
作
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
ま
と
め
て
提
出
し
ま
す
。
完
成

し
た
作
品
は
卒
業
制
作
発
表
を
経
て
、
１
年
間
本
校
の
玄
関
ホ
ー
ル

に
飾
ら
れ
ま
す
。教

育
課
程
表

（令
和
５
年
度
入
学
生
）

素描 :静物画の鉛筆デッサン 図法製図 :ド ラフターによる手書きの製図

工芸制作 :手加工による箱制作 木工制作 ::糸 のこによるおもちゃ制作

″ "

絵画 :絵巻物の制作

颯彦多″

課題研究 :卒業制作

１
年
生

Ｌ
Ｌ
『

Ｌ
鰤‐

“
月
１１
［
―
―
―
―
―
―

２
年
生

Ｊ

、ヽＦ

＼

ヽ

‐

，
‐

、

子

―

ヽ

―

ヽ

―
）
γ

′
，
―

′ ヾ:キ、

３
年
生

圏 共通履修科目

圏 工芸コース選択科目

□ 美術コース選択科目

頑r

:|ヾ“
ぬ‐

美
術
概
論

図
法
・製
図
Ｉ

図
法
・製
図
Ｈ

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10

Ｌ

Ｈ

Ｒ

木

工
制
作

Ｉ

工
業

技
術

基

礎

美
術
Ｉ

図
法

・
製
図
Ｉ

英

語

コ
ミ

ユ

ニ
ケ
ー

シ

ヨ

ン
ー

保

健

体

育

情

報

Ｉ

数
学

Ｉ

公

共

言

語
文
化

現
代

の
国
語

１

年

Ｌ

Ｈ

Ｒ

Ｔ工
士バ

制
作

図

法

。

製

図

Π

木

ェ
制
作

Ⅱ

美
術
Ⅱ

家

庭
基
礎

英

語

コ
ミ

ユ

ニ
ケ
ー

シ

ヨ

ン
Ⅱ

保

健

体

育

生
物
基
礎

数

学

Ａ

地

理
総
合

論

理
国

語

整一　コ・ス
２

年絵

画
美
術

概
論

輪一一

Ｌ

Ｈ

Ｒ

工
芸

研
究

課
題
研
究

素

描

英

語

コ
ミ

ユ

ニ
ケ
ー

シ

ヨ

ン
Ⅱ

体

育

化
学
基
礎

地
学
基
礎

数

学

Ⅱ

歴
史
総
合

論

理
国

語

瑳　コ・ス
３

年
美
術

研
究

■
■

■

姉・コ・ス

木
工
制
作
１

工
業
技
術
基
礎

木
工
制
作
Ｈ

課
題
研
究

（卒
業
制
作
）

工
芸
制
作

美
術
Ｉ

美
術
Ⅱ

素
描

美
術
研
究

（卒
業
制
作
）

03

【令和5年度入学生 コース別】



1村民運動会 デザインスクール 徽 学校間連携教育 11 高大連携教育

熙題』

彙拳
|ヽミ ■` ●

多
様
な
連
携
授
業

高
大
連
携
教
育
で
は
、
教
育
活

動
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま

す
。
東
海
大
学
の
教
授
を
本
校
に

招
い
て
年
に
４
回
の
授
業
を
行

っ

て
い
ま
す
。
学
年
別
に
わ
か
り
や

す
い
授
業
と
な

っ
て
お
り
、
「お
も

ち
ゃ
に
つ
い
て
」
「家
具
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
」
「ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

制
作
」
な
ど
の
内
容
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

森
林
探
訪
は
村
内
に
あ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
き
実
施
す
る
校
外
実
習
で

す
。
森
に
入
り
木
を
切
る
伐
採
実

習
に
興
味
別
に
巡
り
ま
す
。
豊
か

な
音
威
子
府
の
自
然
と
こ
れ
か
ら

自
分
た
ち
が
使
用
し
て
い
く
樹
木

に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解
を
深
め

ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
色
々

な
視
点
で
物
を
見
る
こ
と
、
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
東
海
大
学
と
の
連
携
事

業
で
も
あ
り
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス

に
訪
れ
、
大
学
施
設
の
見
学
や
デ

ザ
イ
ン
の
授
業
を
受
け
ま
す
。
こ

の
授
業
で
は
ベ
ア
に
な

っ
た
相
手

に
帽
子
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
制
作
し

合
い
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

村
民
運
動
会
や
植
樹
祭
な
ど
を

中
心
に
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
音
威
子

府
小
中
学
校
や
村
民
の
方
と
関
わ

る
連
携
授
業
も
活
発
で
す
。
ま
た

村
内
の
多
く
の
施
設
の
協
力
で
イ

ン
タ
ー
シ
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
す
。

04
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１
．
組
立
実
習
室
　
全
学
年
が
ほ
ぼ
毎
日
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

２
．
機
械
室
　
大
型
製
材
機
で
木
材
の
加
工
を
行
い
ま
す
。
　

３
．
造
形
室
　
イ
ー
ゼ
ル
を
立

て
て
絵
画
を
描
き
ま
す
。
　

４
．
ホ
ー
ル
　
３
年
間
の
集
大
成

「卒
業
制
作
」
が
１
年
間
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
（見
学
可
能
で
す
。
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。）

作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
教
室

″,1111111111:,蝙
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生
〓
睡

，

な
．

‘
■
■
ヨ
■
一

ヽ
ノ

だ
日
ヽ

②

③

④

⑤

⑥

【立
体
】

ヽ
ツ

イ
ヽ

⑫

授
業
や
部
活
動
で
制
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

作
品
は
日
頃
の
学
び
の
結
晶
で
す
。

卒
業
制
作
は
３
年
間
の
集
大
成
。
先
生
や

仲
間
と
じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
な
が
ら
イ

メ
ー
ジ
を
形
に
し
て
い
き
ま
す
。
仕
上
げ
る

ま
で
の
過
程
は
常
に
山
あ
り
谷
あ
り
。
自
分

と
素
材
に
向
き
合
い
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と

を
す
べ
て
注
ぎ
込
み
ま
す
。
こ
う
し
て
制
作

さ
れ
た
作
品
は
世
界
で
た
だ

一
つ
の
作
品
で

す
。工

芸
部

・
美
術
部
の
活
動
も
盛
ん
で
、
全

国
大
会
で
も
常
連
校
。　
一
般
の
公
募
展
に
お

い
て
も
優
秀
な
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
日
々

の
積
み
重
ね
が
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
ま
す
。

規
模
の
小
さ
な
高
校
で
す
が
、
美
術

・
工

芸
の
教
員
が
多
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

【平
面
】

⑩ ⑨ ⑦

③

⑦ 小谷真夕「ミルクティチェア」工芸研究卒業制作 /③

栃谷天寧「木のお皿」課題研究卒業制作 /◎ 伊藤玲那「ぐ

んない」課題研究卒業制作 /⑩ 小野寺花季「ダイエング

ベンチ」課題研究卒業制作 /① 今野奈々美「に」工芸

研究卒業制作 /⑫ 中村萌聖「Pomme pomme bb:e」

課題研究卒業制作

① 佐竹小雪「すきだから」高文連全国推薦作品 /②廣瀬

奈々「星へ」美術研究 卒業制作 /0高谷和「生く」美術

研究 卒業制作 /④ 栗木響「わこちやんとこうちやん」美

術研究 卒業制作 /⑤ 藤丼咲羽「私の原材料」第 13回道

展 U21優秀賞 /⑥ 伊勢谷那月「絵空事」第 13回道展

U21奨励賞
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率菫

"作
斃農

3年 間の集大成を全校生徒の前で発表します.東

海大学の教授を招き講評して頂きます。

工童技術薔礎

盤 (の み)飽 (かんな)鋸 (の こ)等の工具の使い

方や、木材加工の基礎・基本を学びます。

実際に本校へ来て制作体験をしたり、校内の見学
をします。保護者への説明会も行います。

学校祭 (ワ ークシ ョツプ)

年に 1度 のビッグイベント学校祭。工芸品の即売

会を行 うのは本校ならでは。

犠積み

2年後に使用する木材を倉庫に山積みにします。
これは各学年で行います。

1年生宿泊研修

毎年 1学年で施設見学などを通して、集団生活の

意識を向上させます。

日頃から扱っている木材の知識をより深める為に、

実際に山へ入り伐採実習など行います。

1日体験入学

1
1

スタールスナップ

その年に生まれた新生児とお母さんに協力して頂き、

実際に赤ちゃんと触れ合うことで命の大切さを学び

ます。

授業・行事・その他の活動を紹介します。

ホの手づくり晨 (格幌・訓 )

生徒が制作 Ltclt&ofrfr*<1'. #+' tfb,"E

旭川で行われ、+&&,ffi*,P7 -2:zaY/{:ti

「

Ｉ

Ｆ

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

‐
―

　

―

騨亀‐      1+=

は豫t鷹イ鶴Pげ
襲

08

っています.



||

||

III

∃

∃一
一

■
―
―
―

―

―

‐
―

‐

‐
‐

‐

‐

‐
‐

‐

′
″
プ
メ

■

―

―

‐

‐
‐

‐

‐

‐

‐

‐

孝
″ ″

6s@9

,azrrrlu-x+-I
インターハイ総合優勝多数。国内トップクラスの強

豪校。日々の厳しいトレーニングに励んでいます。

工要椰

木ェ芸を中心に制作する部活動ですo高文連や校

内展示に向けた活動を行っています。

体青祭

12月 頃に行われる生徒会行事です.3グループ対抗
で様々な種目で競技し、交流を深めます。

彙術研究

100号 程度のキャンバスを自ら制作する所から始ま

ります。そのキャンパスに思い思いの絵を描いてい

きます。

弓

|

一　
こ
そ
、
豊

一
を
養
い
ま‐

Ｆ
ＩＩ
Ｉ
Ｉ

1 ■
ｌ
Ｆ

′
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′

―

―
―

―
―

―

―

‐

‐

‐

‐

′

‐

み

本
校
は
、
全
校
生
徒
が
部
活
動
に

所
属
し
て
い
る
と
い
う
大
き
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
美
術
部

・
工
芸
部
で

は
自
ら
の
表
現
や
技
術
の
向
上
な
ど

精
力
的
に
制
作
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。そ

れ
以
外
の
部
活
動
も
活
発
で
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
は
イ

ン
タ
ー

ハ
イ
で
も
優
秀
な
成
績
を
残

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部

・
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
部

・
家
政

部

・
文
芸
部

・
軽
音
楽
部
が
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
邁
進
し

て
い
ま
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
も
多
く
、
村
民

運
動
会
や
ク
リ
ー
ン
お
と
い
ね

っ
ぷ

な
ど
の
活
動
は

「若
い
力
」
と
し
て

村
民
の
方
々
か
ら
の
期
待
も
大
き
い

で
す
。

小
さ
な
村
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

が
、
生
徒
に
と
っ
て
の

「学
び
」
に

繋
が
り
、
地
域
と
の
交
流
は
社
会
性

を
育
み
ま
す
。

四
季
折
々
の
自
然
豊
か
な
環
境
で

過
ご
す
時
間
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
に
な
り
ま
す
。
こ
の
環
境
だ
か
ら

か
な
心
を
育
み
、
創
造
力

す
。

昌休み

寮の賄いさんがぉ弁当を届けてくれます。教室では
仲良く楽しく過ごしています。

家政椰

‖理や裁機などをのんびりと行っています。

「
，

―

．
―

．‐

′

|

l

i

l

+tstL*r_" 
t

羮術部

高文連や有島武郎青少年公募絵画展などの大会

へ向けて、 日々の努力を惜 しまず励んでいます。

経験者まで様々な生徒 が所鷹 してどの大会に出場に向け活動
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全
国
各
地
か
ら
入
学
す
る
生
徒
の
た
め
に
チ
セ
ネ
シ
リ
寮

（寄
宿

舎
）
が
あ
り
ま
す
。
寮
で
は

「集
団
生
活
」
を
通
し
て
、
規
則
を
守

る
こ
と
、
協
力
や
助
け
合
い
の
精
神
を
学
び
、
自
立
性
や
自
主
性

・

自
己
管
理
能
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

こ
の
チ
セ
ネ
シ
リ
寮
は
男
子
寮
と
女
子
寮
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
シ
ャ
ワ
ー
室
や
静
養
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
教

養
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
食
堂
や
多
目
的
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
寮
は
学

校
の
す
ぐ
裏
に
位
置
し
、
徒
歩
２
分
の
距
離
で
す
。

ま
た
、
寮
で
は

「寮
生
会
」
と
い
う
生
徒
の
寮
生
活
を
ま
と
め
る

く
毎
日
の
食
事
を
作

っ
て
く
れ
る
賄

い
さ
ん
　
　
　
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
ら
れ
た
食
事

組
織
が
あ
り
、
学
校
と
は
別
に
寮
生
会
に
よ
る
寮
行
事

（新
入
寮
生

歓
迎
会

・
寮
祭
等
）
も
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
校
は
村
外
か
ら
の
入
学
者
が
多
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

寮
で
仲
間
た
ち
と
寝
食
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

休
日
に
は
村
の
施
設
や
学
校
開
放
な
ど
で
運
動
を
し
て
汗
を
流
し

た
り
、
買
い
物

へ
出
か
け
た
り
し
ま
す
。
夜
に
な
る
と
娯
楽
室
に
集

ま
っ
て
談
笑
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
観
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

学
習
室
で
進
学
に
向
け
、
勉
学
や
デ
ッ
サ
ン
に
励
む
生
徒
も
い
ま
す
。

▲寮の談話室では友違 とゆっくり過 ごします。

く
仲
間
と
食

べ
る
美
味
し
い
ご
飯

く
美
味
し

い
と
笑
顔
に

ま

チ
セ
ネ
シ
リ
寮
で
の
生

▲春から夏頃には寮レクとして学年ごとに村外へ出かけます。

▲寮レクでの楽しい時間. ▲新入寮生歓迎会は皆でバーベキューをします。

▲休日の体育館開放を利用して汗を流します。
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チ
セ
ネ
シ
リ
寮
で
の
生
活
②

本
校
は
遠
方
か
ら
の
生
徒
が
多
い
た
め
、
年
５
回
の
長
期
休
業
を

設
け
て
い
ま
す
。
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
他
に
、
四
月
末
か

ら
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
体
み
と
十
月
上
旬
ご
ろ
に
秋
休
み
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

長
期
休
業
中
の
チ
セ
ネ
シ
リ
寮
は
閉
鎖
と
な
り
、
寮
生
は
各
家
庭

に
帰
省
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
帰
省
に
際
し
て
の
交
通
費
等
は
各

家
庭
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
通
常
の
土
日
や
祝
日
を
利
用
し
て
帰
省

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

学
校
が
あ
る
日
の
生
徒
た
ち
は
、
日
々
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

起
床
の
際
は
寮
内
に
音
楽
が
流
れ
、
そ
の
後
点
呼
を
し
ま
す
。
各
自

朝
食
を
摂
り
、
登
校
し
ま
す
。
昼
食
は
寮
の
賄
い
さ
ん
が
作

っ
て
く

れ
た
お
弁
当
を
、
学
校
に
届
け
て
も
ら
い
、
教
室
で
食
べ
ま
す
。
午

後
の
授
業
を
終
え
る
と
放
課
後
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
部
活
動
や

進
学
講
習
・生
徒
会
活
動
と
様
々
で
す
。
夕
食
時
間
ま
で
に
帰
寮
し
、

２ｏ
時
ま
で
は
お
風
呂
に
入

っ
た
り
友
人
と
過
ご
し
た
り
趣
味
の
時

間
な
ど
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
学
校
祭
準
備
な
ど
の
行
事
の

際
に
は
、
こ
の
時
間
を
利
用
し
て
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
平

日
は
毎
日
学
習
時
間
を
設
け
ら
れ
て
い
て
、
日
々
学
習
を
積
み
重
ね

る
と
い
う
習
慣
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
夜
の
点
呼
が
終
わ

っ
た
後

は
消
灯
時
間
ま
で
再
び
自
由
な
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

1‐

入学生機入金一覧薇 (令和4年度)

″″入学生納入金

通学生… 108′ 283 寮生… 140′ 683
◎5月以降の納入金

前期 (5月 ～9月 )

通学生… 16′ 600 寮生… 46′  600

後期 (10月 ～ 3月 )

通学生… 8′ 000 寮生…・38′  000
*財政状況により変動します。
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進
路
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み

各
学
年
、
年
間
を
通
し
て
卒
業
後
の
進
路
を
積
極
的
に
考
え

る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
進
路
講
話
や
適
性
検

査
、
各
種
検
定
な
ど
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、

「イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ
」
や
、
３
年
生
が
後
輩
た
ち
に
進
路
で

の
実
体
験
を
話
す

「先
輩
の
声
を
聞
く
会
」
な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す
。
年
に
２
回
行
わ
れ
る
地
区
別
懇
談
会
で
は
札
幌

。
旭
川

・

音
威
子
府
で
保
護
者
面
談
を
行
い
、
学
校
や
寮
で
の
生
活
、
進

路
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
長
期
休
業
を
利
用
し
て
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ヘ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
た
り
、
放
課
後

を
利
用
し
て
進
学
講
習
を
行
っ
た
り
、
学
校
を
挙
げ
て
進
路
実

現
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

本
校
は
工
芸
や
美
術
を
多
く
学
び
ま
す
が
、
進
学

・
就
職
先

は
芸
術
分
野
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
個
々
に
合
っ
た
進
路
先
が
見

つ
か
る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
校
外
実
習
先
な
ど
で
卒

業
生
か
ら
進
学
先
や
就
職
先
の
話
、
高
校
時
代
の
進
路
活
動
の

お
話
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
卒
業
生
が
来
校
し
て
進
学
先
や
就
職
先
で
の
実
際
の

取
り
組
み
な
ど
が
聞
け
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。

先輩の声を聞く会

進路適性ガイダンス

過
去
３
年
間
の
進
路

美術系進路ガイダンス

3年間の進路スケジュール

令和 3年度 卒業生

就職
16%

大学

進路の割合 44%

＼
短大
6%

専修
3496

インターンシップ
主な進学先

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校

札
幌
市
立
大
学

釧
路
公
立
大
学

秋
田
公
立
美
術
大
学

長
岡
造
形
大
学

沖
縄
県
立
芸
術
大
学

東
海
大
学

札
幌
大
谷
大
学

東
北
芸
術
工
科
大
学

多
摩
美
術
大
学

武
蔵
野
美
術
大
学

京
都
美
術
工
芸
大
学

京
都
芸
術
大
学

大
阪
芸
術
大
学

神
戸
芸
術
工
科
大
学

日
本
大
学

奈
良
芸
術
短
期
大
学

京
都
伝
続
工
芸
大
学
校

北
海
道
芸
術
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

等

主な就職先

苦
小
牧
市
職
員

い
ア
ー
リ
ー
タ
イ
ム
ス
ア
ル
フ
ァ

同
山
田
工
作
所

０
大
雪
木
エ

い
サ
ン
デ
リ
カ

田
武
部
建
設

い
丼
原
林
産

い
加
賀
谷
木
材

同
北
清
建
設

い
き
の
と
や

い
カ
ル
ピ
ー
ポ
テ
ト

社
会
福
祉
法
人
美
瑛
慈
光
会

1学年 2学年 3学年

適性検査

贈業・ 進路別ガイダンス

オリエンテーション

進陽適性検査

進路適性ガイダンス

進路面談

美術系進路ガイダンス

スケジュール表の活用

進路適性検査

進路適性ガイダンス

インターンシップ
進路ガイダンス

進路の流れ再確認

日本学生支援機構興学金申込①
選踏決定に向けて

進路ガイダンス

面接について

進麗面談
日本学生支援機構興学金申込②
専門学校AO入試開始

進路用写真撮影

贈業別ガイダンス

贈業・ 進路別ガイダンス

三者面談
大学総合型選抜開始

推口会出

求人凛公開

公務員出■開始
推‖会臓

就‖試験応募開始

就‖試験開始

逮路面談

先輩の声を聞く会

進Eg規 定について

進路面談

分野別ガイダンス

進路面談
インターンシップ

大学入学共通テスト出願

学校推

“

型遭搬開始

先輩の声を聞く会

求人票の見方

進路面談
分野別ガイダンス

大学入学共通テスト
ー般選抜開始

卒業証●授与式
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おといマップ

音威子府は北海道屈指の積雪量を誇る、北海道で一番小さな村です。

ここには必要最低限のお店と診療所しかありません。都癬の様な利便性には欠ける

村です。

多くの生徒は、セイコーマート (コ ンピニ)と こしん商店で買い物をします。

買う物は大抵、お菓子や飲み物、それに夜食用/ρ
カップ麺などが多いのではない

でしようか。食べ盛りの生徒達にとってはごξてはならない存在です。

村役場に併設されている公民館には小ぎヽ 日轡館があり、利用する生徒も

います。また、2階の大ホールは様々なイベントで使用され、秋には村

趾 ル 騨

・ 亀多
蟻 1111,,13

戸 lhb

:1°1鶴

≒

●

天塩′
び・ e_

蠅鶉

_r.´
″

■・ ●

郵便局

こしん商店

“
ヽ

ヽ●

．

F
_.    o公 民館

^

鯛♭i村
役場

′

道の駅

感
凸Ч遭

わ
ガソリ

小中学校

ガソリン
スタンド

秘中川研究林  幼児センター

瀞

′

ゝ
て

音威子府駅は生徒たちが帰省・】層寮で

毎回利用する幕翼麟甲です。′音威貯府は

小さな村ですがJ脂急列量も静まる晨となっ

診療所

音臓子府駅

ており、生徒のみなら 民 の にとっ

ても重要な

います。

ゆ

■
'.

セイコーマート 北海道おといねつぶ美術工芸高等学校

か まれ、冬には一

… チセネシリ寮
嘔'……“口り猥世界 包まれます.音威富士

と

鞣

トムテ 艤
」滅

i'■
・

メ

凸
ン

劇目11神社;…・
鰊

スキー場ではウインタースポーツも楽しめます。

自然に囲まれている幸せ、決して便利ではありま

せんが、音威子府村でしか気づくことのできない有難

ル
J
J

「

▲

躍
力移牲I

摯 音臓富士スキー場

13

味が確かにあります。



椎内市

酪
音威子府村

旭川市

札幌市

交通機関の案内

● 飛行機

。東京～旭川空港 約 2時間 15分

。東京～新千歳空港 約 2時間 10分

。大阪～旭川空港 約 2時間 40分

・大阪～新千歳空港 約 2時間 30分

ツ

20分

。札幌より

※見学の際は予めご連絡をお願い致します

北海道おといねつぷ美術工芸高等
〒098-2501北海道中川郡音威子府村字音威子府 181番地 1

丁EL 01656-5-3044  FAX 01656-5-3838

E‐mail otokoh@Seagreen.ocn.ne.jp

Ⅵ燈b httpS:〃WWVV.OtOineppu― h.edり p/

Blog http:〃blog.goo.nejp/otokoh


